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今月号ではFRC16の吸気システムについて語っていきます.

今年の吸気の設計思想は“地平線のように続くトルクバンド”と設定しました.
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　エンジン性能曲線図
)[image: ]この背景には昨年度マシンであるFRC15はトルクの谷があることでドライバーが乗りにくいという大きな問題点が有りました.その裏付けとして次の2つのデータが有ります.図はFRC１５のエンジン性能曲線図です.この図より,7200rpm～9000rpmでトルクの谷が発生していることがわかります.
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 2
　エンジン回転数毎の使用頻度
)そして図2は2015年10月に行われたエコパでの走行技術トレーニングでのエンジン回転数のヒストグラムです.これによるとエンジンの使用回転数域は6000～7000rpm、5000～6000rpm、7000～8000rpm

の順で使用頻度が高いことが　　分かります.

エコパ試走会でのスロットル開度ごとの回転数の使用頻度
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また,ドライバーからは[image: ]「8000rpm付近で加速感がなくなる」というコメントが有ります.これらのことから8000rpm付近でトルクの谷が発生していることによってもっと加速してほしいのに加速できず,エンジンの美味しい領域を使えない,扱いにくいマシンであったという結論に至りました.そこで,今年度はトルクの谷を軽減するため,”7500rpm～9000 rpm”のフラットトルク化”目標に設計致しました.具体的な設計変更内容としては,吸気管内径をΦ46からΦ38に小径化すること,さらには吸気管長を300 mmから350 mmに延長することで慣性過給が8100 rpmでピークを迎え,脈動過給が8500 rpmで同調する設計にしました.更に9000rpm以降でも伸びやかな加速を実現するために今までの下方吸気から上方吸気にすることによって吸気温度の低減、高速域での吸気効率の向上を目指しました.吸気系だけでなく,パワトレ班全体では排気管長の見直し,燃料噴射量の調整等によって地平線のように広がるトルクバンドが達成できます.その結果,ドライバーがゾクゾクするようなマシンを実現します. 



（小原　怜大　B3）
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